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コ
ロ
ナ
禍
で
の
厳
し
い
状
況

全
庁
一
丸
の
取
組
を

予
算
特
別
委
員
長

い
わ
も
と

ゆ
う
す
け

岩
本

優
祐

本
特
別
委
員
会
で
は
、
５

日
間
に
わ
た
り
各
委
員
か
ら

熱
心
な
質
疑
と
、
有
意
義
な

提
言
が
多
く
な
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
予
算
執
行
に
お
い

て
は
、各
委
員
か
ら
出
さ
れ
た

数
々
の
意
見
や
提
言
を
踏
ま

え
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
市
政
運
営
と
い
う
厳
し

い
状
況
の
中
、
市
民
の
立
場

に
な
っ
て
、
市
政
運
営
に
全

庁
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま

れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

〈
委
員
長
の
主
な
経
歴
〉

平
成
２３
年
初
当
選
、
現
在

３
期
目
、
大
阪
維
新
の
会
枚

方
市
議
会
議
員
団
所
属
、
４１

歳
、
監
査
委
員
、
議
会
運
営

委
員
長
等
を
歴
任
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
削
り
負
担
増

３
会
計
予
算
案
に
反
対

堤
議
員

一
般
会
計
予
算
案

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
で
市
税
減
収
の
見
通
し

の
中
、
行
財
政
改
革
で
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
削
っ
た
分
で
市

駅
周
辺
再
整
備
を
進
め
、
同

感
染
症
へ
の
独
自
支
援
策
の

予
算
は
確
保
し
て
い
な
い
。さ

ら
に
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

等
を
招
く
職
員
の
削
減
、保
育

の
継
続
性
や
質
が
担
保
さ
れ

な
い
公
立
保
育
所
の
民
営
化
、

約
１
２
０
０
万
円
減
額
の
図

書
購
入
費
、検
証
に
な
ら
な
い

学
校
プ
ー
ル
民
間
委
託
の
モ

デ
ル
事
業
、４
校
だ
け
の
試
行

実
施
で
不
公
平
感
が
続
く
放

課
後
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
な
ど
に

問
題
が
あ
る
。同
感
染
症
へ
の

対
応
等
職
員
体
制
の
強
化
、市

民
と
と
も
に
議
論
す
る
図
書

館
協
議
会
の
設
置
、学
校
司
書

の
早
急
な
全
校
配
置
、公
立
幼

稚
園
の
給
食
提
供
に
お
け
る

看
護
師
配
置
等
の
体
制
の
強

化
な
ど
を
す
べ
き
で
あ
り
、一

般
会
計
予
算
案
に
反
対
す
る
。

ま
た
、
保
険
料
を
引
き
上

げ
る
介
護
保
険
、
特
例
軽
減

を
終
了
す
る
後
期
高
齢
者
医

療
の
２
特
別
会
計
予
算
案
に

反
対
す
る
。

他
の
特
別・企
業
会
計
予
算

案
に
は
賛
成
す
る
が
、
病
院

事
業
に
は
今
後
も
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
対
応
や
市
民
の

命
を
守
る
と
り
で
の
役
割
を
、

水
道
・
下
水
道
事
業
に
は
基

本
料
金
の
福
祉
減
免
の
継
続

を
、
そ
れ
ぞ
れ
要
望
す
る
。

議
会
と
の
議
論
を
求
め

全
会
計
予
算
案
に
賛
成

藤
田
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
策
等
に
加
え
、
新
た

に
取
り
組
む
事
業
に
つ
い
て

市
民
や
議
会
の
要
望
が
一
定

反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
総
合
的
に
見
て
、
全
会
計

予
算
案
に
賛
成
す
る
。

た
だ
し
、
本
市
を
取
り
巻

く
環
境
が
非
常
に
厳
し
い
中
、

長
期
財
政
の
見
通
し
で
市
税

収
入
は
４
年
度
に
一
定
水
準

ま
で
回
復
す
る
と
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
実
情
を
把
握

し
て
健
全
な
財
政
運
営
を
要

望
す
る
。

ま
た
、
こ
の
街
に
住
み
た

い
基
金
に
つ
い
て
、
再
三
指

摘
し
て
き
た
が
、
対
象
と
す

る
基
準
が
明
確
で
は
な
い
た

め
、
廃
止
も
含
め
早
急
に
見

直
す
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

個
別
事
業
に
お
い
て
は
、

①
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

円
滑
な
接
種
体
制
の
構
築
、

②
市
駅
周
辺
再
整
備
の
議
会

や
市
民
へ
の
十
分
な
説
明
、

③
ス
マ
ー
ト
自
治
体
の
推
進

に
向
け
た
組
織
風
土
や
職
員

意
識
の
改
革
、
④
総
合
文
化

芸
術
セ
ン
タ
ー
開
館
に
伴
う

経
済
波
及
効
果
の
測
定
と
検

証
、
⑤
市
立
ひ
ら
か
た
病
院

の
健
全
な
病
院
運
営
―
な
ど

に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

な
お
、
市
政
運
営
に
お
い

て
は
、
議
会
と
議
論
を
重
ね

て
意
見
を
受
け
止
め
、
理
解

が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、

方
向
性
を
見
直
す
と
い
う
英

断
も
必
要
で
あ
る
と
意
見
し

て
お
く
。

枚
方
議
会
５
面

０
５
０
１
０
４
・
５

井
❶
藤
❷
尚
❸
井
❹
尚
❺
尚
❻
尚
❼
尚
❽
尚

予算特別委員会
委員

【委 員 長】
岩 本 優 祐
【副 委 員 長】
藤 田 幸 久
【委 員】
前 田 富 枝
長 友 克 由
松 岡 ちひろ
堤 幸 子
漆 原 周 義
奥 野 美 佳
泉 大 介
門 川 紘 幸
一 原 明 美
田 中 優 子
有 山 正 信
（議席番号順）

（単位：千円，％）

各
会
計
別
予
算
額

※企業会計の予算は、収入と支出が必ずしも一致しないため、支出額を記載しています。

質
問

杉
中
学
校
に
バ
ス
で

通
学
す
る
生
徒
が
路
線
バ
ス

の
減
便
で
下
校
時
に
乗
り
切

れ
な
い
こ
と
が
頻
繁
に
あ
っ

た
が
、
学
校
や
保
護
者
等
の

努
力
も
あ
っ
て
臨
時
バ
ス
の

増
便
が
実
現
し
た
。
今
後
、

こ
の
バ
ス
の
利
用
を
ど
の
よ

う
に
維
持
し
て
い
く
の
か
。

答
弁

臨
時
バ
ス
が
必
要
な

日
程
等
を
学
校
か
ら
バ
ス
事

業
者
に
送
付
し
、
教
育
委
員

会
が
確
認
す
る
な
ど
情
報
共

有
し
、
対
象
の
生
徒
や
保
護

者
に
案
内
す
る
。
今
後
も
学

校
、
地
域
、
保
護
者
、
バ
ス

事
業
者
と
連
携
し
取
り
組
む
。

長
尾
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

公
民
連
携
を
図
り
前
進
を

質
問

長
尾
駅
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
で
は
、
委
託
業
務
で

基
礎
調
査
等
を
実
施
し
、
構

想
を
取
り
ま
と
め
る
と
い
う

が
、
今
回
の
予
算
で
十
分
な

調
査
、検
討
が
で
き
る
の
か
。

な
お
、
公
民
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
計
画
的
で
良
好
な

ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
前
進

さ
せ
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

地
域
の
多
様
な
主
体

と
目
的
や
課
題
を
共
有
し
、

公
民
連
携
を
図
り
つ
つ
進
め

る
考
え
で
、
主
に
専
門
的
な

業
務
は
委
託
し
、
そ
の
他
は

市
直
営
で
地
元
組
織
と
協
力

し
な
が
ら
取
り
組
む
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
輸
送
の
補
助

課
題
含
め
た
今
後
の
取
組
は

質
問

氷
室
台
バ
ス
停
か
ら

の
急
な
坂
道
で
は
、
地
域
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
輸
送
が
検
討

さ
れ
て
お
り
、
創
設
予
定
の

補
助
制
度
に
該
当
す
る
が
、

運
転
手
の
継
続
的
な
確
保
な

ど
課
題
も
あ
る
。
今
後
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答
弁

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
輸
送
は
、
道
路
運
送
法
の

許
可
等
を
要
さ
な
い
範
囲
で

共
助
に
よ
る
も
の
と
な
り
、

比
較
的
短
期
間
で
始
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
効
果
検
証
も

十
分
に
行
い
な
が
ら
継
続
、

発
展
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。
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質
問

市
立
ひ
ら
か
た
病
院

は
、
府
の
が
ん
診
療
拠
点
で

＊
４

あ
り
地
域
医
療
支
援
病
院
の

承
認
も
受
け
て
い
る
。同
院
の

が
ん
医
療
が
、在
宅
医
療
と
の

連
携
や
在
宅
で
の
み
と
り
へ

の
支
援
な
ど
、今
後
、地
域
医

療
で
果
た
す
役
割
を
高
め
る

た
め
に
必
要
な
取
組
を
聞
く
。

な
お
、
市
医
師
会
と
の
関

係
も
含
め
、
地
域
医
療
の
推

進
に
向
け
た
市
の
支
援
体
制

の
強
化
、充
実
を
要
望
す
る
。

答
弁

在
宅
療
養
生
活
の
安

心
の
た
め
、
様
々
な
機
関
と

の
緊
密
な
連
携
調
整
を
図
る
。

将
来
負
担
の
抑
制
に
向
け

減
債
基
金
の
積
み
増
し
を

質
問

減
債
基
金
の
積
み
増

し
に
つ
い
て
、
元
年
度
は
予

算
を
執
行
せ
ず
、
２
年
度
は

予
算
化
も
し
て
い
な
い
。
３

年
度
も
利
子
分
の
み
の
計
上

だ
が
、
計
画
的
に
積
み
増
し

を
行
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

な
お
、
市
債
残
高
を
増
大

さ
せ
る
政
策
を
行
う
な
ら
、

将
来
負
担
の
抑
制
に
向
け
、

減
債
基
金
を
計
画
的
に
積
み

増
す
べ
き
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁

毎
年
の
収
支
見
込
み

等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
積
立

て
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

市
税
収
入
の
見
通
し
は

課
税
状
況
の
詳
細
把
握
か
ら

質
問

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
の

影
響
は
、
一
律
で
な
く
選
択

的
で
、
働
く
女
性
へ
の
打
撃

が
大
き
い
と
考
え
る
。
市
税

の
減
収
も
見
込
ま
れ
る
が
、男

女
別
や
所
得
階
層
別
の
課
税

状
況
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

な
お
、
市
の
財
政
を
支
え

る
納
税
者
の
詳
細
を
把
握
せ

ず
、
国
が
示
す
４
％
の
経
済

成
長
見
通
し
で
４
年
度
に
税

収
が
Ｖ
字
回
復
す
る
な
ど
、

楽
観
的
な
財
政
の
見
通
し
は

問
題
だ
と
指
摘
し
て
お
く
。

答
弁

税
デ
ー
タ
で
は
基
本
、

性
別
情
報
を
保
有
し
て
い
な

い
が
、
所
得
階
層
ご
と
の
状

況
等
を
ま
と
め
た
市
税
概
要

は
毎
年
度
作
成
し
て
い
る
。
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質
問

香
里
ケ
丘
図
書
館
と

み
ど
り
の
広
場
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
伴
い
、
同
地
区
の
新

た
な
魅
力
創
出
の
た
め
ど
う

取
り
組
む
の
か
。

な
お
、
商
業
施
設
や
地
域

住
民
と
も
協
力
、
連
携
し
、

地
域
一
体
を
面
と
し
て
捉
え
、

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

指
定
管
理
者
か
ら
図

書
館
と
み
ど
り
の
広
場
を
結

び
つ
け
る
イ
ベ
ン
ト
企
画
の

提
案
を
受
け
て
お
り
、
実
施

時
期
や
内
容
に
つ
い
て
協
議
、

検
討
を
進
め
て
い
る
。

電
子
書
籍
の
導
入

予
算
化
へ
の
考
え
は

質
問

電
子
書
籍
の
導
入
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
や
今
後
の

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て

非
常
に
有
効
で
あ
る
た
め
、

以
前
か
ら
要
望
し
て
き
た
。

今
回
、
市
政
運
営
方
針
で
表

明
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
当
初
予
算
案
に
計
上
し
て

い
な
い
理
由
と
、今
後
の
予
算

化
に
つ
い
て
の
考
え
を
聞
く
。

答
弁

当
初
予
算
編
成
後
に
、

国
の
交
付
金
を
活
用
で
き
る

こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
当

初
予
算
の
第
１
次
補
正
と
し

て
準
備
を
進
め
て
お
り
、
３

月
定
例
月
議
会
で
提
案
す
る
。

衛
生
用
品
を
点
検
し

循
環
備
蓄
へ
の
取
組
を

質
問

ア
ル
フ
ァ
化
米
な
ど

の
食
料
品
は
、
一
定
期
間
備

蓄
し
た
も
の
を
防
災
訓
練
な

ど
で
活
用
す
る
循
環
備
蓄
を

し
て
い
る
と
い
う
。
生
理
用

品
や
紙
お
む
つ
な
ど
も
経
年

変
化
が
な
い
か
点
検
し
、
同

様
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、見
解
を
聞
く
。

な
お
、
災
害
備
蓄
品
を
活

用
し
、
「
生
理
の
貧
困
」
へ

の
対
策
を
要
望
す
る
。

答
弁

衛
生
用
品
の
循
環
備

蓄
に
つ
い
て
は
、
活
用
す
る

機
会
や
主
体
な
ど
の
運
用
ル

ー
ル
が
整
っ
て
い
な
い
た
め
、

今
後
、
各
部
署
に
活
用
方
策

の
意
見
を
聴
取
し
て
い
く
。

バスで通学する杉中学校の生
徒（国際ゴルフ場前バス停）市立ひらかた病院香里ケ丘図書館

質
問

生
涯
学
習
市
民
セ
ン

タ
ー
は
感
染
症
対
策
の
た
め
、

２
年
度
は
休
館
が
続
い
た
が
、

リ
モ
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト
等
の

休
館
せ
ず
に
楽
し
め
る
事
業

を
展
開
で
き
な
い
の
か
。

な
お
、
国
の
感
染
対
策
費

を
活
用
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
こ

そ
市
民
の
文
化
・
芸
術
活
動

の
場
を
守
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

御
殿
山
生
涯
学
習
美

術
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
の
取
組
に
続
き
、
ウ
ェ
ブ

を
活
用
し
た
事
業
の
実
施
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

公
私
間
格
差
の
是
正

私
立
保
育
所
に
看
護
師
を

質
問

体
調
不
良
児
に
対
応

す
る
病
児
保
育
に
つ
い
て
、

全
公
立
保
育
所
で
看
護
師
を

配
置
す
る
一
方
、
私
立
保
育

所
で
は
看
護
師
の
不
足
も
あ

り
実
施
は
全
体
の
約
半
数
と

い
う
が
、市
の
対
策
を
聞
く
。

な
お
、
全
て
の
私
立
保
育

所
に
専
任
の
看
護
師
を
配
置

し
、
公
私
間
格
差
を
早
急
に

是
正
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

２
年
度
か
ら
実
施
の

保
育
士
等
確
保
・
定
着
支
援

事
業
で
看
護
師
の
確
保
や
離

職
防
止
を
図
る
等
の
取
組
を
、

３
年
度
も
継
続
実
施
す
る
。

生
活
保
護
の
申
請
時

扶
養
照
会
へ
の
対
応
は

質
問

国
は
、
生
活
保
護
の

申
請
を
た
め
ら
わ
せ
る
扶
養

照
会
は
義
務
で
は
な
い
と
表

明
し
て
い
る
。
そ
の
趣
旨
に

沿
っ
て
、
生
活
保
護
を
ち
ゅ

う
ち
ょ
せ
ず
に
申
請
で
き
る

よ
う
、
適
正
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
が
、
本
市
に
お
け
る

扶
養
照
会
の
対
応
状
況
に
つ

い
て
聞
く
。

答
弁

生
活
歴
な
ど
を
聞
き

取
り
す
る
中
で
、
扶
養
を
求

め
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
に

要
保
護
者
の
不
利
益
に
働
く

と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
扶

養
照
会
の
話
に
言
及
し
な
い

こ
と
も
あ
り
得
る
が
、
個
別

に
慎
重
な
判
断
を
行
う
。

質
問

長
尾
駅
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
構
想
を
策
定
す
る
と

い
う
が
、
府
道
交
野
久
御
山

線
で
は
慢
性
的
に
渋
滞
が
発

生
し
て
い
る
。
長
尾
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、

同
路
線
を
都
市
計
画
道
路
と

し
て
定
め
、
渋
滞
解
消
を
含

め
た
整
備
を
行
う
手
法
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答
弁

同
路
線
の
具
体
的
な

検
討
は
３
年
度
以
降
と
な
る

が
、
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な

施
設
は
都
市
計
画
で
定
め
て

整
備
し
て
い
く
な
ど
、
様
々

な
手
法
を
幅
広
く
検
討
す
る
。

水
を
よ
り
安
く

水
道
料
金
の
施
策
展
開
を

質
問

本
市
に
お
け
る
今
後

の
水
道
口
径
別
料
金
単
価
の

設
定
に
つ
い
て
聞
く
。

な
お
、
多
く
の
自
治
体
が

＊
５逓
増
料
金
制
を
採
用
し
て
い

る
が
、
使
用
水
量
に
基
づ
く

従
量
料
金
の
単
価
は
本
来
均

一
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
。

水
を
よ
り
安
く
提
供
で
き
る

よ
う
な
水
道
料
金
の
魅
力
的

な
施
策
の
展
開
を
要
望
す
る
。

答
弁

５
年
ご
と
に
算
定
す

る
総
括
原
価
に
基
づ
き
料
金

改
定
の
必
要
性
を
判
断
し
、

小
口
径
で
の
料
金
設
定
と
、

大
口
径
に
お
け
る
逓
増
度
の

緩
和
を
検
討
し
て
い
く
。

市 立
ひらかた病院
感
染
症
指
定
医
療
機
関

第
一
種
へ
の
指
定
は

質
問

市
立
ひ
ら
か
た
病
院

＊
６

は
、
第
二
種
感
染
症
指
定
医

療
機
関
と
し
て
補
助
金
を
受

け
て
い
る
が
、
第
一
種
の
指

定
を
受
け
る
こ
と
は
可
能
か
。

な
お
、
第
二
種
の
指
定
に

よ
る
病
床
数
は
、
今
回
の
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
等
が
想
定

さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
市

の
取
組
を
進
め
る
上
で
は
、

危
機
管
理
と
リ
ス
ク
回
避
の

視
点
を
持
つ
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

第
一
種
の
指
定
基
準

を
満
た
す
た
め
に
は
設
備
や

体
制
面
に
相
当
の
整
備
が
必

要
で
、指
定
は
困
難
で
あ
る
。

質
問

文
化
財
展
示
会
開
催

経
費
と
し
て
、
輝
き
プ
ラ
ザ

き
ら
ら
の
展
示
ル
ー
ム
で
考

古
学
講
座
な
ど
を
開
催
す
る

と
い
う
。
同
施
設
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
を
歴
史
民
俗
資
料
展

示
室
と
し
て
活
用
し
、
さ
ら

に
近
い
将
来
、
歴
史
民
俗
資

料
館
を
開
館
す
れ
ば
、
広
く

市
民
に
本
市
の
歴
史
を
知
っ

て
も
ら
う
拠
点
に
な
る
と
考

え
る
が
、
見
解
を
聞
く
。

答
弁

同
資
料
館
の
具
体
的

な
整
備
計
画
は
な
い
が
、様
々

な
歴
史
文
化
遺
産
を
次
世
代

に
伝
え
、
本
市
の
魅
力
発
信

に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
施

設
と
考
え
る
。
な
お
、
同
展

示
ル
ー
ム
で
は
一
部
展
示
内

容
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
講
座

も
開
催
し
た
。
今
後
も
工
夫

し
な
が
ら
本
市
の
歴
史
文
化

の
普
及
に
取
り
組
む
。

枚
方
市
展
の
開
催
に
向
け

審
査
員
選
定
の
取
組
を

質
問

総
合
文
化
芸
術
セ
ン

タ
ー
で
１２
月
に
開
催
予
定
の

公
募
選
抜
美
術
工
芸
展
、
い

わ
ゆ
る
枚
方
市
展
の
経
費
を

計
上
し
て
い
る
が
、
現
在
の

進
捗
状
況
を
聞
く
。

な
お
、開
催
に
向
け
、審
査

員
の
選
定
と
い
う
課
題
に
十

分
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

現
在
、
募
集
要
項
の

詳
細
や
各
賞
の
内
容
等
の
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

バ
ス
減
便
に
対
す
る

杉
中
学
校
の
通
学
対
策
は

質
問

杉
中
学
校
の
バ
ス
通

学
補
助
金
対
象
地
域
が
拡
大

さ
れ
た
が
、バ
ス
の
減
便
に
よ

り
下
校
時
に
生
徒
が
バ
ス
に

乗
れ
な
い
事
態
が
発
生
し
た

た
め
、早
急
に
対
策
を
要
望
し

た
が
、現
在
の
状
況
を
聞
く
。

答
弁

学
校
を
は
じ
め
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
地
域
な
ど
と
連
携
し
、

バ
ス
事
業
者
と
協
議
を
重
ね

た
結
果
、
臨
時
２
便
が
増
便

さ
れ
、
生
徒
の
乗
車
状
況
を

確
認
し
た
。
今
後
も
生
徒
が

円
滑
に
バ
ス
を
利
用
で
き
て

い
る
か
調
査
す
る
。

輝きプラザきらら２階の
展示ルーム 御殿山生涯学習美術センター上下水道局

＊
４

地
域
医
療
支
援
病
院
…

紹
介
患
者
に
対
す
る
医
療
提
供
、

医
療
機
器
等
の
共
同
利
用
の
実

施
等
を
行
い
、
か
か
り
つ
け
医

等
へ
の
支
援
を
通
じ
て
地
域
医

療
の
確
保
を
図
る
病
院
の
こ
と
。

＊
５

逓
増
料
金
制
…
使
用
水

量
が
多
く
な
る
に
伴
い
、
１
立

法
㍍
あ
た
り
の
単
価
が
高
く
な

る
料
金
制
度
の
こ
と
。
急
激
な

人
口
増
加
、
高
度
経
済
成
長
に

対
応
し
、
大
量
に
水
を
使
用
す

る
事
業
者
の
水
道
使
用
抑
制
を

図
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
、

全
国
的
に
導
入
さ
れ
た
。

＊
６

感
染
症
指
定
医
療
機
関

…
新
感
染
症
、
一
類
及
び
二
類

感
染
症
の
患
者
の
医
療
を
担
当

す
る
指
定
医
療
機
関
の
こ
と
。

国
や
府
が
指
定
す
る
。
第
一
種

感
染
症
指
定
医
療
機
関
は
、
エ

ボ
ラ
出
血
熱
や
ペ
ス
ト
等
の
危

険
度
が
極
め
て
高
い
一
類
感
染

症
に
対
す
る
医
療
機
関
で
あ
り
、

第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関

は
、
二
類
感
染
症
の
結
核
や
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
、
危
険

度
が
高
い
一
類
以
外
の
感
染
症

に
対
す
る
医
療
機
関
と
な
る
。

※質疑については、紙面の都合上、各議員が項目を選定の上、掲載しています。また、内容を要約しているため、実際の発言口調とは異なる場合があります。

前年度比
増減率
▲６.２
２.２
２.１

▲７５.７
▲２.３
２.２

▲３.３

▲０.０
１.１
２.９

▲１１.８
▲４.１

令和２年度

１５０,８００,０００
４２,３７２,０００

９７,０００
３６７,０００

３５,８２２,０００
６,７１３,０００

３０,０００

８５,４０１,０００
１２,００３,０７２
１１,５５３,６２８
２１,３９６,８６２
２８１,１５４,５６２

令和３年度

１４１,４００,０００
４３,３１０,０００

９９,０００
８９,０００

３５,００３,０００
６,８６１,０００

２９,０００

８５,３９１,０００
１２,１３２,６８６
１１,８８４,０６０
１８,８６６,４２３
２６９,６７４,１６９

会 計 名

一般会計
国民健康保険
自動車駐車場
財 産 区
介 護 保 険
後期高齢者医療
母子父子寡婦
福祉資金貸付金

計
水 道 事 業
病 院 事 業
下 水 道 事 業
合 計

特
別
会
計

企
業
会
計
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